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若年層デンマーク語における音変化と発音辞典の表記

間瀬英夫

1. はじめに

1.1. 序

近年，デンマーク語の発音変化が著しいと言われる.Henrik Galberg Jacobsen氏

は 2001年 3月 30日に大阪外国語大学において ‘、Aktuelleudviklingstendenser i 

dansk"と言う題目で講演をされた．そのなかで，音変化に関することにもいくつ

か触れられた．それらの変化は， r-音の影響による隣接母音の音質および音量の

変化で，その結果， ret= rat = ['rad] (Dania表記；以下同様） (ret『rad]→ ['rad] ; 

retとratの中和）， kaos= kagers ([i]脱落） =k四rres(短母音の長音化） =kぉres(広

口化）＝［知:Js],rude = rode = ['ro如]([ru(・）］の広口化）のような対立の中和を生

ずるところとなった.Tore Kristiansen氏も大阪外国語大学での 2002年 1月25日

の講演 "StandardLanguages and Dialects in Denmark" のなかで r—音の影響に関し

て同様の主旨のことに言及された．

さて， ret['rad], k四rres['紐・:Js],rude ['ro-oa]などの発音を行う話者は“若い”世代

であると言われる．しかし，“若い”人とは何歳くらいの人なのだろうか．

Brink &LundのDanskrigsmal (1975) (以下，これを DRと呼ぶ）は 1840年から

1955年の間に生まれた標準語話者の話し言葉に関する調査研究を行った．同書は

詳細かつ膨大な研究書であるが，これに先行して，同書のコンバクト版である

Brink & Lund: Udtaleforskelle i Danmark (1974) (以下，これを Utfと呼ぶ）が出版

された.Utf: 10によれば，調査時にもっとも若い話者は，同書出版時に 20歳で

ある.DRの調査に基づいて，その後Brinket al. による大部の発音辞典DenStore 

Danske Udtaleordbog (1991)が出版された（以下，これを SDU と呼ぶ）．

SDUでは， 1930年生まれの話者の明瞭発音形を（見出し語匝後の）第 1形とす

る．つまり， 1930年生まれの話者（の発音）を基準にして，ぉldre,yngre, unge 

の世代（の発音）に区分する．尼ldreは 1910年以後生まれ， yngreは 1931年以後

生まれ， ungeは 1950年以後生まれとする．このほか，年齢は明記されていない

が， yngsteという世代の話者も取り上げられている．（本論では， SDUの世代区

分ぉldre,yngre, unge, yngsteは原語のままで用いる．）

DR, SDUでungeとされる世代の話者は 1950年以後に生まれた話者であるが，

1950年生まれの話者は現時点では 50歳を超えていることになる．したがって，

現在の若い世代である 30歳代， 20歳代は， DR,SDUでyngsteとして言及されて
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いる世代，あるいはそれよりもっと若い世代ということになろう．

Basb0ll (1969)の記述する言語 AdvancedStandard Copenhagenは SDUの

yngreの言語に対応し， Thorsen& Thorsen (1986), Basb0ll & Wagner (1985), Becker-

Christensen (1988)の記述する言語も yngreのそれに対応する．以下では，これら

の文献で記述されている言語を SDUのyngreの言語とみなす（間瀬 (1994)でも

この言語を対象としている）．これに対して， Grnnnum(1996)の記述する言語は，

同論文執筆当時に 20歳から 25歳のコペンハーゲンの話者のそれであるが，これ

はSDUのyngsteに対応する言語と言えよう．

以下では，これらの文献の記述に基づいて，種々の音変化の結果，発音および

音韻単位にどのような変化が生じるかを概観し，またこれらの発音変化が発音辞

典や発音表記付きの辞典でどのように扱われているか，あるいは読み取れるかを

概観する．発音辞典は SDUおよび Hansen(1990)を用いるが，このほかに

デンマークの国語辞典である Nudanskordbogも加える．同辞典は発音表記を

行ってこなかったが， 2000年初版発行の Nudanskordbog med etymologiからは

見出し語（および屈折形の一部）に発音を付している．デンマーク人のための

辞書に発音表記がなされたことは画期的なことと言えよう．

1. 2. 種々の前提，省略記号など

書名の省略記号（参考文献表参照）：

B-C = Becker-Christensen (I 988); 

B/W = Basb0ll & Wagner (1985); 

DR = Brink & Lund (1975); 

NDO = Becker-Christensen et al. (2001); 

NG = Grnnnum (1996); 

PMH = Hansen (1990); 

SDU = Brink et al. (1991); 

Utf = Brink & Lund (1974). 

書名省略記号＋コロンの後の数字は参照頁を示す．

音声記号はDaniaを用いる．この記号は DR,Utf, SDU, NDO, B-Cなどで用いら

れている記号である．

SDUの発音形は第 1形（＝見出し語直後の「明瞭形」 distinkthedsform)および

第3形（＝「主要形の後のコメントなしの発音形」 ukommenteredeformer efter 

hovedformen)を示す．ただし，両者共通の場合は 1個の発音形のみを示す.SDU 

の第3形は基本的にはyngreの発音形である．第3形は ":::i"が隣接音に同化した

形で示されることがしばしばあるが，他の文献との比較のために，これは非同化
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形に直して示す．

SDUでは第3形の右肩に注を示す番号が示されることがある．注の内容は同書

1573頁以下の Nummerhenvisningerで記述されている．本論では，この注を参照す

るときは "SDU Nr. …”とする．

SDU, DR, Utfなどで用いられている [i]は，その他の文献では通常 [J1で示さ

れているが，本論では [i]に統一する．

綴り字は，必要な場合には，＜＞に入れて示す．

同綴り異音語には品詞表示（＋意味表示）を行うが，同音異義語には品詞表示

は行わない．

2. 音変化の記述

2.1. 長母音の短音化

長母音の短音化については， §3.8で再び取り上げるが，これは長母音が同一

音節中の接近音（＝無摩擦継続音） [o,i,w,.J]の前で短音化する現象である．短音

化が起こると，長母音にあった st0dは接近音の後に移る．

s0d ['se'/.J]→ ['se/.J1, svag ['svd'i]→ ['svdi1, bog ['ha'叫→ ['baw1, 

bord ['bo'.i]→ ['bo.il 

2.2. [ra]→ [rd] 

音節頭 [r]の後での母音の広口化である (Utf:30f.; DR: 129f.; SDU Nr. 40). 

frisk厨 sg]→伽isg],drift ['dr; 鴫→ ['drdfd], skrift ['sgrafd]→ ['sgrdfd], 

drink ['draag]→ ['drdag]. 
[ra]が [rd]になるのは， SDUNr. 40によれば，すでに yngre(= 1931年生ま

れ以後）にみられる．しかし， SDUの friskなどの項を見ると，第 1形，第 3形

とも匝asg]で， yngreでは必ずしも [rd]にはならないようである．というより

は， yngreでは [a]が標準である (§1の諸文献参照）．一方， NGの話者 (=SDU

のyngsteに対応）では [rd]である．したがって， [rd]はyngreでもありうるが，

主として unge/yngsteの発音とみるべきであろう.[ra]→ [rd]の変化は音声的変

化で，音韻的変化には至らない (§2.3の表 1参照）．

2.3. [rii]→ [ra] 

(<re, rぉ＞綴りの） [rii]→ [ra]はDRの調査対象期間の末期，すなわち 1950

年代生まれの話者では，ゼロ音，歯茎音および唇音の前では [ra]に変化した．

しかし，軟口蓋音の前では [rii]のままである (DR:129f.; Utf: 30; SDU Nr. 44). 

NGの話者でも同様である (NG:12). したがって， [ra]は ungeの発音という
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ことになる．

[rii.]→ [ra]の変化は [ra]を飛ぴ越しての変化のように見えるが， [ii.] と [a]

はほとんど同じ音である.NGはDaniaの [a,a]の両者を IPA[a]で対応させてい

る．また， Thorsen& Thorsen (1986)も［成］に対応の音を IPA[Ka]としている．

したがって，この音変化は [rii,ra]から [ra]への変化と考えてよいと思われる．

［直］→ [ra]の変化の結果，本来の [rii.](<re, rぉ＞）と本来の [ra](<ra>)の対立

は失われ，両者は中和することになる．

ret = rat, rest = rast, skrぉI= skrald, rende = rande, trぉf=traf, 

trぉvi= travl, skrぉmmer= skrammer, skrぉppe= skrappe etc. 

§2.2および2.3の音変化による前舌非円唇母音の音韻対立は表 1のようになる．

§2.2の音変化は音韻対立に影響を及ぽさないが， §2.3の音変化は /rぉ／と /ra/

の対立を軟口蓋音の前以外では中和させることになる．（この中和を認めると，間

瀬 (1994: 12)の短母音の音韻対立表の表示とは一部異なることになる）．

表1: 2.2, 2.3の音変化後の音韻・音声形（二重線は音韻境界を示す）

Xx:  ， 
l ， 

blist : /ii 
’’ 

: !el ， 
， 

:Iぉ／

trist 

X [-vel] 
一

ridt 

e
 

list 

a: lぉst2

．a-
ガ

3
-
a
-
a

la/ 

， 

: R_[+vel] 
I 

j (trickり

I drik 

: trぉk， 

drink rist tres bredt 
3 

drift 

dreng 

last 

trak trang rest 

rast 

prぉst brぉt

brat 

ret 

rat 

trぉf: 
＇ ， ， ， ， traf 

R= r-音； [vel] =軟口蓋子音； X=その他．

trick1『trig]はungeではふつう ['trdg](SDU 

畑st2=名詞； bredt3 =形容詞中性形．

trickの項）；

2.4. [叫,..._,[d・]

＜一ぉ＞綴りの長母音徊］は "r"([.1, ;;])の前で [d・]となる.SDUNr. 48による

と，多くの yngreおよび大多数の ungeで [ce']は [d・]となる.Basb0II (1969), B/W 

では［吋のみが示されているが， B-C,Thorsen & Thorsen (1986)では [ce・,a・]の

両形が示されているところから見て， yngreでは両形が存在するとみるべきであ

ろう.DR: 150f. および Utf:34によれば，調査対象話者の最後の 10年(=;=1946 
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年生まれ以後）に [d・]が現れる．たとえば

stぉr['sdce'.1,'sdce.11→ ['sdd.1','sdd'.1 ], kぉf['kce'.J, I加 1→['kd.1','kd'.1 ], bぉre['bee・;:,] 

→ ['bd・;:, ], skぉre['sgce・;:,]→ ['sgd・;:,]. ([ d(・）｝形では短音化形が優先）

([.1]の前での長母音の短音化については， §2.1および§3.8参照）．

この結果，次の対立の中和を生じうる（ただし [i]の脱落 (§2.7)を前提とする）：

bぉre,bぉger= bager, hrere = hager, jreger = jager, srere = sager, strere = stager, 

vぉre,vぉgre=vager.

ただし， "r"が屈折形のマーク（語尾）である場合には [ce・]が保持されるが，これ

は同一語の他の語形や派生形からの類推によるものと思われる (DR:lSOf.; Utf: 

34) : 

lぉge['lce・o]+"r"→ ['lee・;:,], bevぉger[be國';:,],europぉer[ owro'pce';:,] 

(cf. europぉisk[ owro'pce'isg ]). 

このように [ce・]が保持されるとすると，たとえば lぉger['Ice・;:,]とjぉger['iむ］は

音韻的に対立することになる．

音韻的にみると，＜一ぉr>における [ce・]→[d・]は "r"に後続される環境に現れて

いるが，長い "a"の場合は";:,"に後続されている．そして";:,+r"が全体で

[ ;J]となる．

bぉre(['bぬ］→） ['bぬ] vs. bare ['her;:,,'bcra]. 

したがって，上記の中和は音声レベルでの中和で，音韻レベルでの中和ではない．

同一音環境では音韻対立は保持される．

/i:r/ [i'.1/i.11 gi'r [i-] m1re 

/e:r/ [e'.1/e.11 sker [e・] mere 

／ぉ：r/ [ce'.1/ce.i'/d'.1/d.11 g四r [ce・/d-] mぉre

/a:r/ [ a1 skar [er] mare 

まとめてみると， "r''の前の [ce・]は， yngreでは [ce・,d-J, ungeでは [d・]となる．

2.5. [.J:J]の前の短母音の長音化

これは2音節（複音節）中の短母音に起こる現象である.[.1]+弱音節[:J] (<-rre>) 

の前の強強勢音節中の短母音が長音化するものであるが，母音が長音化すると，

[.I]は先行母音に吸収される：

stirre ['sdi.J:J]→ ['sdi-:J]. 

DR: 255によれば，この長音化は調査対象期間最後の 10年（与1946年生まれ以後）

に現れてきた.SDU Nr. 10では，この現象は ungeに認められるとする.NGの

話者にもこの長音化が認められる (NG:12). これらの記述によると，長音化は

ungeの言語になってからみられる音変化のように解釈されそうであるが， B-C:
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94では，この長音化は yngrerigsm針に起こると述べられ， stirre,kurre, sp0rgeは

fire, kure, s皿 reと韻を踏むことができるとする．また， PMH,NDOでも長音化形

が示されているので (§3.3参照），すでに yngreで長音化の傾向が見られると考

えるべきであろう．

stirre ['sdi.1:J,'sdi・:J ], fyrre図.l:J,知:J],forvぉrre[f:J'vd.1':J, j:J'vd':J ], herre『hd.J:J,

'hd・:JJ, bぉrret[加心o,'bd'泣],stime ['s心.l:J,'s心・:J](DR, SDU). 

この音変化の結果， [:J](<-re>)の前では本来の長・短母音は両者とも長母音とな

り，音長に関して中和が起こる：

svire = svirre ['svi・:J ], kure = kurre ['ku・:J ], k四re=kぉrre['kぬ],hぉre=herre ['hd・:J], 

v四re=v四rre['vd・:J ], for styret = forstyrret It心dy':Jo],d0re (名詞複数）［初":J]-t0rre 

['tぅ":J](DR, SDU). 

([i]脱落を伴って） K四rre=kぉre= kager, herre = hぉre= hager (Utf: 49). 

なお，［一cca],[一峠］の長・短母音の中和はすでに SDUの標準話者にみられる：

bare = barre ['bee a], bare ['b峠］一 aborre['ap註］．

2. 6. [ru(・）］→ [ro(・）］

DRによれば， [r]の後で狭口母音が広口化されることによって，調査対象期間

末期には [ru(・）］が [ro(・）］になる傾向が明瞭に現れ始めたが (DR:133), それ

ほど一般化していない (DR:168). Utf: 32では多くの yngsteに認められ，その結

果，本来の [ru・] と [ro-]は中和するとする：rude = rode, gru = gro, krus = kros, brug 

= bro (Utf, DR). SDU Nr. 47では， [ru(・）］の代わりに [ro(・）］がungeで一般的で

あるとする： russer『rus:J,'ros:J], brug ['bru','bro1, skrue ['sgru・a,'sgro・a]. NGの

話者では [ru・]は [ro・]になるとされる (NG:12). しかし， NGの話者と同世代

のJanusSpindler Moller氏（大阪外国語大学客員教授）は，たとえば rug['ru1と

ro ['ro1, rusく陶酔＞『ru's] とrosく賞賛>['ro's]を明瞭に区別している．

2. 7. [i]の脱落

前舌長母音後の語中，語末の [t]はDRの調査期間中に完全に消滅した(DR:298). 

sag ['sd'i,'sdf1→ ['sd1, neg [~ze'i, nei1→ [ne1, Iぉgen['征 ian,'l咋fan]→ ['lce・an], 

kager ['kd-j:;,'kdj:;]→ ['kぬ］．

この結果，次のような音韻対立の中和が生じる (DR:298): 

ager= a'er, klぉg= klぉde(動詞）， sneg= sne, s0g = s0, bぉger= bぉre,sk0ger = 

sk0re. 

SDU Nr. 23は， ungeでは [i]なし形が唯一形であり， [i]が脱落する場合には

長母音の短音化は起こらないと述べている．
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この [i]脱落は [i]と前舌母音の音質がよく似ているために， [i]が先行母音に

吸収されてしまった (DR:302). 現代語では， [i]が存在する場合には先行の母音

は，とくに単音節中で短音化されるが（たとえば sneg['sne'i]→ ['snei1) , [i]脱落の

場合には短音化されない．この場合，元の ['sne'i]の [i]が脱落するように見える

が，そうではなく，短音化形の ['snei1の [i]が脱落する際に代償的に先行母音が

長母音になると， DR:302は解釈しているが，これは妥当であろう．

なお， ungeの言語に限らず， DR:301によれば，いくつかの頻度の高い語では

古くから [i]の脱落がみられる： tage ['ta','ta] (全屈折形で）， dag,goddag, sagde, 

lagde, egentlig, また合成語でも undtagen(通常2音節形の [an'td'n]),gentage, betaget, 

fejltagelse, undtagelseなどで．これらの語における [i]脱落はすでに Jespersenの

カードに「多くの人に聞かれる」と記されていると， DRは述べている．

3. 辞書の発音表記

本章では，発音（付き）辞書 SDU,PMH, NDOの音声表記から §2で述べた音

変化がどのように読み取れるかを見てみる．その他， §2で取り上げなかったい

くつかの音声形についても見てみる．

3. 1 . (rce]→ [rd], [rii]→ (ra] 
[rce]→ [rd] (§2.2)となる語形は辞書ではすべて (rce]で表記されている．しか

しSDUには，この [rce]をもつ語（の第 3形）には注 Nr.40 ([rce]→ [rd])が示さ

れている．したがって，この [rce](綴りは基本的には <ri>)は「ungeでは [rd]と

なる」と読む．

frisk防四g]→ 加 isg],drift ('drcefd]→ ['drdfd]. 
[, 社］→ (ra] (§2.3) となる語形も辞書ではすべて (rii]で表記されているが，

SDUではこの場合も注Nr.44 (歯茎音，唇音に後続される (rii]→ [ra])が示され

ている．この (rii](綴りは <re,rぉ＞）は「ungeでは [ra] となる」と読む．

rest ['riisd]→ ['rasd], prぉst['priisd]→ ['prasd], ret ('rad]→ ['rad]. 

なお， §2.3で述べたように，この (rii] は軟口蓋音の前では， ungeでも

［成］のままである： trぉk['triig], dreng ['driilJl 

3.2. [ce・] ,.._., [a・] 

"r"の前での [ce・],.._., [d・]の交替形 (§2.4)は PMHでは示されている.PMH 

では，たとえば kぉr['kce'.1,'kd.i']のように，単音節形では短音化形のみに [d]が示

されているが，複音節形ではたとえばkぉre[知":J,'kd・:J]のように両形が示されて

いる.SDUでは Kぉr['kce'.1,'k四'],kぉre('kce・:J]のように表記されているが，第 3形
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には注 Nr.48が示されており， [a:(・）］と [d(・）］の両形を認めていることになる．

これに対してNDOはKぉr[知'.1],kぉre[知";J]のように [a:・]形しか表示していない．

したがって，当該<-ぉr(e)>の [a:・]は「すでに yngreでも [a:(・）］または [d(・）］に

なり， ungeでは [d・]になる」と読む．

3. 3. [D]の前の短母音の長音化

§2.5で述べた [D](<-rre>)の前の短母音の長音化は SDUでは表記上は示され

ていないが，当該語形には注Nr.10 (「短母音は長音化しうる」）が示されている．

これに対して， Pl¥.1Hおよび NDOでは部分的に長音化を認めているに過ぎない

が，両者の間には解釈の違いがある.Pl¥.1Hでは半広ロ・広口短母音にのみ長音化

を認める，たとえば fぉrre['fdD,'fd・:J ], fyrre加心，防;J].この他， Pl¥.1Hでは半広ロ・

広口短母音をもつ語形すべてに長音化形を示している： afspぉrre, desvぉrre,

forv四rre,f: ぉrre,herre, indesp四rre,k四rre,snerre, sp四rre,terre, v四rre,fyrre, forstorre, 

st0rre, udt0rre, sp0rge. 一方， NDOは狭口短母音にのみ長音化を認める，たとえば

dirre ['di.J.:J,'di・:J ], purre ['puD,'pu・:J]. しかしながら，奇妙なことに， NDOは狭口短

母音をもつ語形すべてに長音化を認めているわけではないようである．狭口 [y]

をもつ語は forstyrreのみであるが，これには長音化形を示しておらず'[f心dyb]

の短母音形のみを示している．また， [i],[u]をもつ語にも長母音形を認めている

ものと認めていないものがある．次の語では長音化形を示している： dirre, klirre, 

pirre, plirre, tirre, purre, surre, knurre (最後の語は現今では半狭口母音［知o.J.:J,'kno・:J]

をもつ）．しかし，次の語では短母音形しか示していない： forvirre, irre, nidstirre, 

stirre, svirre, virre, burre, forpurre, kurre, murre, snurre. この区別は， §2.5に示した

DR  SDUなどの例語を参照してみると，適切とは思われない．

PMHは 1990年発行の辞書であるが，当時は狭ロ・半狭口短母音の長音化はそ

れほど一般的ではなかったかもしれないし， NDOの場合も yngreの発音形を示し

ているので，上記のような発音表示となったのかもしれない．いずれにせよ， SDU

が記述しているように， ungeの発音では短母音の種類に関係なく，「長音化形が

一般的」とみるべきであろう．

3.4. [mi],..,_, [ra・,rd・] 

<re>, <rぉ＞が長母音を表すとき， SDUの第 1形では <re>は [raj],<rぉ＞は

［証］で表記されている．したがって，この区別を行う話者では /re:/と /rぉ：／は

中和しないことになる．しかしながら， Basb0ll(1969: 35)に明記されているよう

に， yngreの言語では /re:/と /rぉ：／は中和する.PMH, B-C, B/Wでも中和形しか

示されておらず，また SDUNr.42でも両者は中和すると記述されている．すなわ
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ち， [r吋］は [ra・](通常 [r叫と [rd・]の中間）および [rd・]と交替する．大多数

のyngreでは [ra・]または [rd・](またはその中間形）を用いる： kreds ['kra's,'krd's] 

(SDU). NGの話者でも中和形が用いられている (NG:15ff). 

この中和の結果，多数の同音異義語が生ずるところとなったことはよく知られ

ていることである： skrevet = skrぉvet,kreds = krぉs,Gregers = grぉkers,reb = rぉb,
tre = trぉetc.

辞書の表記は次のようになっている .SDUでは第3形でも [r吋］で示されてい

る語もあるが，[rai]の場合も［厄］の場合も注Nr.42が示されている（上記参照）．

PMHではすべて［虚］で表記されているが，これは［虚］または広口化した [rd・]

になると読むべきであろう.NDOは一部の語に [raj]を認めているようである．

それらは SDUの第3形でも [rai]を認めている語のうちのいくつかである.NDO

が [rai] と表記する語は greb(名詞；動詞過去形）， gren,kredse, reb, rebe, rede (動

詞）『rai'],regel, ren, tre. しかし，次の SDUの第3形で [rai]で表記されている語

はNDOでは [ra・]で表記されている： bredde, fredag, kreds, rebus, recipe. NDOの

kreds (名詞）［知a's]とkredse(動詞）［知aisa]では [ra・]と [rai]で異なる表記

がなされているが，なぜなのか分からない．

いずれにせよ， /re:/と Irぉ：／は年齢層に関わりなく中和して [ra・,rd・]になる

が，それにもかかわらず，筆者がこれまで聞いてきたところでは，/re:/を [r吋］と

発音する話者が年齢層に関係なくあるように思われるが，これは個人語のレベル

のことかもしれないし，筆者は明確な判断はできない．

因みに， /re:/と /rぉ：／の中和した音素は /re:/である．つまり， yngreでは Irぉ：／

が消滅した. §2.3の [rii]は Irぉ／の実現形であるが，これは ungeでは唇子音お

よび歯茎子音の前では [ra]Ira/に吸収されることになる．その結果， ungeでは

yngreの /rぉ：Iのほかに， 軟口蓋子音の前を除き， /rぉ／の部分的消滅が加わるこ

とになる．

3. 5. [ro・] ~ [roi] 
<rn>が [ro・]を表すとき， SDU Nr. 43によれば， [roi]と交替する．ただし，

大多数の yngreでは [ro・]のみ．このことは諸文献，辞書類の記述でも一致して

いる.SDUの第 1形が [roi]で表記されている語は次のものである： frn, frnken, 

frns (過去）， prnve,rnbe, rnd, rnse, rnve (rnver, r邸 eri),skrnbelig. いずれにせよ， [rか］

の語は少数である (Utf:32). 

以上のことから， [ro・]と交替する二重母音形は一般的ではないとみなしてよい

と思われる．

，
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3. 6. [o-.1, 如 J,..__, [5-.1, 5・:;] 

たとえば d0r(名詞）， sm0reなどの母音は SDU,Pl¥1Hともに [o-Jと [5・]の両

者を示しているが， SDUNr. 49によれば，大多数の yngreでは [5・]を用いる．

Basb0ll (1969), B-C, B/Wでは [5・]のみが示されており， NDOでも同様である．

それゆえ，現在では yngreも ungeも当該音は [5']のみとみなすべきであろう．

3.7. 長母音後の [v,w] 

たとえば kniv,laveのくv>はSDU,Pl¥1Hともに [v]または [w]と表記してい

るが， NDO では [w] のみを用いている．現今では［叫—音のみが用いられると

思われるので，この点は NDOが現実を反映した表記を行っていると言えよう．

しかし， NDOの表記にはあまり適切とは言えない点がかなりある (§3.9参照）．

3.8. 長母音の短音化

§2.1で簡単に触れたが，長母音は同一音節中の接近音（＝無摩擦継続音） [o, i, 

w, .1]の前で短音化（＝短母音化）されることがよくある．この現象はとくに単音

節形中でよく起こる．短音化が起こると，長母音にあった st0dは接近音の後に

移る．長母音は短音化しても，その音質は原則として変らない (DR:221:ff; SDU 

Nr. 8, 9; B-C: 93; PMH: 20). この短音化には次のような傾向が見られる： st0dをも

つ母音（主として単音節中の母音）の方が st0d をもたない母音（通常"~"を含

む弱音節に後続される複音節中の母音）よりも，また狭口母音の方が広口母音よ

りも，そして前舌母音の方が後舌母音よりも短音化する傾向が強い (DR:227). 

この短音化はすでに Basb0ll(1969)の記述する言語，すなわち yngreの言語でも

とくに単音節形では一般的である.NGの話者では複音節形中でも進行中である

が，長母音も聞かれる (NG:l lf.). NGの話者と同世代の JanusSpindler M0ller氏

の言語では複音節形では長母音が用いられている．

上述のように，この短音化はすでに yngreの言語で見られるため，辞書でも短

音化形はふつう示されている. SDUでは単音節形では原則としてすべての語に，

複音節形では一部の語に短音化を認めるが，必ずしも一貫性があるとは言えない

（詳細は，間瀬 (1994: 25ff.)を参照されたし）. PMHでは狭口母音 [i,y, u]は

[o], [w]の前ではすべて短音化されるとする(PMH:20参照）．長母音後の [i]は

PMHではすべてかっこ入りで示される（たとえば eg['e'(i)])ので，短音化は明

示されないことになる.[ .1]の前では広口母音に短音化を認めている. NDOで

は， SDU,PMHが長母音形のみまたは長・短母音形を認めている語に対して短母

音形しか認めていない場合がごく少数あるが（たとえば vred['vrao1, rnd ['roo']; 

cf. SDU ['vra'o,'vrao'], ['roj'o,'r昴'],PMH ['vr咋], ['r昴］），これらを除けば，
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基本的には短音化形は示していない.NDOでは [i](長母音後の <g>)はほとん

どの場合に表記されているが，不規則動詞の過去分詞形の一部に [i]のない形が

示されている：besteget [be'sde',xJ], および nedsteget,oversteget, sveget. 一方，afveget

['aw,ve'i,xJ]では [i]が示されている．同様に [i]のある fraveget,sneget, steget, 

undveget, veget. この違いはどこから来るのか筆者には分からない．

まとめて見ると，単音節形中の長母音の短音化形は現在では一般的な発音形と

みなしてよい．ただし， ungeでは [i]は脱落するので (§2.7),短音化は起こら

ない．複音節形では今のところ長母音の短音化はそれほど顕著ではない．

3.9. NDOの音声表記に関する注意点

NDOはデンマーク人のための国語辞典であり，語の音声表記はデンマーク人

が理解できればよいとするもののようである．そのため， Daniaではない記号が

少数用いられていたり，その他にも簡略表記が少数見られる．

本論ではここまで NDOの異なる表記は Daniaに対応させて表記してきたが，

以下， NDOの独特の記号および表記について見てみる．

Dania [g]の代わりに国が用いられている．また， Dania[d・]と [a]は両者と

も [a(・）］で表記される（たとえば tal['tat], tale ['ta・la], kanal [ka加'l];cf. SDU ['tat], 

['td・la], [ka'nd'l]). この 2点はPMHの表記法と同じである．［月は諸言語の音声表

記にも見られるもので，とくに問題はないが， [d・]と [a]の区別はあった方がよ

いであろう（間瀬 (1990: 98f.)参照）．

Dania[;]の代わりに [s1]が用いられる（たとえば sjぉI['sja:'l], station [sda'sjo'n], 

march ['n1as1]). この記号でデンマーク人は理解できるのであろうが，音声学的見

地からは[;]が2個の音 [s1]であるかのような印象を与えるので落ち着かない．

"r"音は音節頭の [r]と音節末の [.1]の区別を行わず，両者とも [r]で表記す

る．単音節形では [r]だけでも問題はない，たとえば rnr[Hr] (cf. SDU ['r5'.1,'r5.11). 

複音節形の母音間では，ときにあいまいになる，たとえばrnrig['r5・ ガ].SDUでは

['r5・.1i,'rぬ i]と表記されているが，もし第 2の "r"が音節頭子音なら， ['r5-ri]と

なり， SDUの第 3形 ['rぬ i]の [;;i]は導かれない，なぜなら第 1形の[.J]が音節

末子音であるからこそ[.1i]→ [ ;;i]の同化形が導かれるのである．

NDOでもっとも奇妙な表記は語末閉鎖音 [p,t, k], [b, d, g]である．語末子音と

して綴り字が <p,t, k>ならば [p,t, k ], <b, d, g>ならば [b,d, g]と表記してい

る：lap ['lap] vs. lab ['lab], kup ['kup] vs. skub ['sgub], mikroskop [mikro'sgo'p]; font防n't]

vs. fondく基金＞匝n'd],kort [蹄・t]vs. akkord [a'紐 cl],idiot [idi'o't]; muk ['mak] vs. mug 

['n1ag], tryk ['trok] vs. tryg ['trog], apotek [apo'te'k]. これらの [p,t, k]は [b,d, g]で

表記されるべきである，なぜなら語末で [p,t, k]と [b,d, g]は音声的に（そして
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音韻的に）対立することはないからである.NDOでも語末以外の末尾音には“正

しく"[b, d, g]を用いている： snaps ['snabs ], lappe ['laba] (cf lap ['lap]); eris ['iirds], 

dufte ['d4如](cf duft [叫tft]);koks ['k:Jgs], trykke ['troga] (cf. tryk ['trok]). (なお， hjort

は筐d]と“正しく"表記されているが，これは[t]と表記するつもりだったの

ではないかと思われる (cf.hjord図'cl]).いずれにせよ，この [p,t, k]の表記は混

乱を招く．

3.10. まとめ

これまで述べてきた発音形，とくに ungeの発音形を辞書の発音表示からどのよ

うに読み取るかをまとめてみる．

表2

（強勢記号は省略するが，強勢は語の第 1音節にある； SDUの発音表記の後の数

字は，当該音変化についての注番号を示す．）

§ 音変化 語例 SDU PMH NDO 変化後

2.2. rf£ → rd frisk f汲 sg40 frcesg frcesg frdsg 

2.3. rii→ ra ret rad 44 rad riid rad 

rii = rii trぉk triig triig trag triig 

2.4. ce・,..._ d・; ce・ → d・ kぉr ka'r, 征 .l, 48 kce'.1, kd.i' kce'.1. kd.L' 

kぉre kCE":J 48 kce・:;, kd・:; kce・:J kd・:; 

2.5. 短母音の長音化 kぉrre kdD 10 kd.1:J, kd・:J ka.1:J kd・:; 

dirre diD 10 di.1:J di.J:J, db db 

stirre sdiD 10 sdi.1:J sdiD sdi":J 

2.6. ru(-)→ ro(・） gru gru , 47 gru ， gru ， gro ， 

russer rus:J 47 rus:J rus:J ros:J 

2.7. i—脱落 eg , l ・., 23 e , ez e'(i) e'i e ， 

3.4. rai ,...., ra・, rd・ tre 
ゥ 42tr, 四 tree' tra:i' trd ， 

kreds kr吋's42 krce's krce's krd's 

kredse krteisa 42 krce・s8 k泣 isa krd・s;; 

3.5. ro・----raj fr0 節 r,節,43 fro' fro' fro' 

3.6. a・,..._, 5・; a・ → ;j・ g0re go・:J, g5・:J 49 go・;;, g5・;; g5・:J g5・:J 

3.7. V ,..._ w; → w !iv li'v, liw' li'v, liw' li'w liw' 

hぉve hce・va, 徊 ・wa ha・v,;, 徊 ・w,; hce-wa ha(-)wu 

SDUの場合には注の記述によって表中の「変化後」の発音形を導くことができる．
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PMH, NDOの場合には，本論で述べたように，「変化後」の発音形を導くことが

できる場合とできない場合があるが， [rii]→ [ra]を除けば，それほど大きな問

題ではない．この音変化に関しては PMHおよびNDOを参照する場合には注意を

要する．また.NDOの [iiJ+"r"は [d]+"r"と読むことにも注意．

Ungeにおける一部の発音形の変化は音韻体系全体の変更をもたらすには至ら

ない．というのはこれらの音変化は F環境に現れる一部の音と接近音の前に現れ

る長母音にのみ影響を与えるだけであるからである．とは言え，これらの音変化

によって長・短母音の対立が一部失われることは小さなできごととは言えないか

もしれないが，これについては改めて別の機会に検討したい．

Lydudviklinger i "unge"s danske rigsmal og lydskrift 

i udtaleordb0gerne 

Hideo Mase 

Resume 

Udtaleformerne sasom ret = rat = [rad], kaos = kagers = kんrres=細res= [ kd・:JS], rude 

=rode= [moa] osv. siges at blive benyttet af "unge" rigsmalstalende. De "unge" talende 

er dem der er fodt efter 1950 ifolge Brink & Lunds Dansk rigsmal og Den Store Danske 

Udtaleordbog (=SDU). De "unge" er altsa nu naet ti! 50 ar! Deres udtaleformer skal man 

selvfolgelig tage hensyn ti!. Sp0rgsmalet er om man kan lrese sadanne udtaleforrner ud af 

lydskrift i udtaleordb0gerne. I SDU kan man finde (nぉsten)alle udtalevarianter. Fra 

lydskriften i Peter MolbぉkHansens Udtaleo,dbog (1990) og Nu血nskordbog med 

etymologi (2000) kan man udlede de fleste "unge" udtaleforrner, men ikke den vigtige og 

bemrerkelsesvrerdige udvikling [rii] ti! [ra] (se Tabel 2, §3.10). 

Det lader ti! at NDO er beregnet hovedsagelig for danskerne (ikke for udl四ndinge).

Det er maske derfor der bruges nogle uprぉcise(altsa, forstaelige kun for danskere?) 

lydskrifttegn, fx [s1] i stedet for [~]. Det mest forvirrende er ordfinale lukkelyd: 

bogstaverne -p,-t,-k transskriberes med [p, t, k] og -b, -d, -g med [b, d, g] sk0nt de to 

虚 kker1yd ikke er fonologisk og fonetisk forskellige, men de rigtige [b, d, g] bruges i 

ikke-ordfinale stillinger! (se§3.9). 
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